

























































































































































































































4) 中世スペイン語では前置詞 porよりも deの方が動作主導入のマ}カーとしてよく
用いられていた。その理由は，中世スペイン語では「エネルギー伝達Jを表すこと
のできる前置詞が他に存在していなく，前置詞deのみが唯一エネルギー伝達の「起
点jを表す得る要素を有していたからである。しかしながら現代スペイン語では，
その役割はporに取って代わられている。その理由は，前置詞por(<PRO)がPER
と結合した結果，前置詞porは中核的概念、として「近接j を内包するようになり，
より効率的にエネルギーを伝達することができるようになった一方，前置詞deには
エネノレギ」をより効果的に伝達するための「近接jの概念が包含されていないこと
による，と言う氏の結論は妥当なものであり，説得力がある。
膨大な参考文献を精読し，敏密な研究過程と研究結果は歴史言語学的にも認知言語学的
にも納得のいくものである。残念ながら，誤植が散見され，論の進め方に若干強引な所も
感じられ，冗漫な記述が認められるものの，論文全体としては新たな研究方向が期待され
る好論文である。
上記の結果，審査委員は全員一致して福森氏に博士(言語文化学)の学位を授与するこ
とに同意した。
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